
授業と評価の年間計画 

教 科 外国語 科 目 英語コミュニケーションⅠ 

使用教科書（発行所） BLUE MARBLE English Communication Ⅰ（数研出版） 

 履修条件 
 対象生徒 

  必修 
普通科・理数科 １年 

学習目標 
英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとと

もに、情報や考えなどを的確に理解したり、適切に伝えたりする基礎的な能力を養

う。 

学習方法 

【授業】 
１ 本文の内容を的確にとらえる。 
２ ペアやグループで、自分の意見を相手に伝えたり、相手の考えに耳を傾けた

りしながら表現活動を行う。 
３ ４技能５領域のバランスの取れた活動を行う。 
４ すべての課で SDGsと関連させて、問題発見力、課題解決力を培う。 

【家庭学習】 
 １ 予習、復習を徹底する。 
 ２ パートごとの整理として、意味を理解しながら音読を行う。  
【その他】 

   １ 単語テスト、週末課題、補習に積極的に臨む。 
  ２ 自主的に英語に触れる機会を作る。 

 
学習計画 

 
と 

 
ねらい 

１ １学期 
Lesson 1  

   Friendships in the Digital Age   
Lesson 2【8,9,11,17】 

   Expos: Past, Present, and Future 
Lesson 3 

   The Fascinating World of a  
Professional Storyteller 

 
２ ２学期 

Lesson 4【3,11,13】 
Changing Behavior in Unique Ways 
Lesson 5【1,4,10,16】 
A Journey to Peace 
Lesson 6【9】 
Humans Evolve with Measurements 
Lesson 7【14,15】 

    Bio-logging:  
Discovering Animals’ Secrets  

 
３ ３学期 

Lesson 8【6,8,11,15】 
  What to Do with Too many Tourists 
   Lesson 9 
   Surviving in the Information Age 
   Lesson 10【11】 
   The Spirit of Zen: Less Is More  

 
デジタル時代における友達の作り方 

 
万博における日本の関わりと、未来の万博

の役割 
１人のアメリカ人女性を魅了した日本の伝

統話芸の世界 
 
 
 
人々の行動を良い方向に変えるための「仕

掛け」 
ルワンダ大虐殺を生き延びた１人の女性の

物語 
「測る」という行為を通しての人類の進化 
 
野生動物の秘密に迫る「バイオロキング」 

 
 
 
 
「オーバーツーリズム」とその解決策 
 
玉石混交の膨大な情報からの真実 
 
「禅」の精神と現代の世界に与えた影響 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

・英語の音声や語彙、表現、文

法、言語の働きなどについて理

解を深めている。 

・英語についての音声や語彙、表

現、文法、言語の働きなどの知

識を、聞くこと、読むこと、話

すこと、書くことによる実際の

コミュニケーションにおいて、

目的や場面、状況などに応じて

適切に活用できる技能を身に付

けている。 

・コミュニケーションを

行う目的や場面、状況

などに応じて、日常的

な話題や社会的な話題

について、英語で情報

や考えなどを的確に理

解したり、これらを活

用して適切に表現した

り伝え合ったりしてい

る。 

・英語の背景にある文

化に対する理解を深

め、聞き手、読み

手、話し手、書き手

に配慮しながら、主

体的、自律的に英語

を用いてコミュニ

ケーションを図ろう

としている。   

評価方法 
定期考査、パフォーマンステスト、課題、小テスト、授業での主体性などを総合

的に判断して評価する。 

その他 Lessonの後の数字は、SDGsの 17の目標番号を表す。 



 


